
ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

0

0

100

100

備考
.

授業形態 単位数

担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）

あり

《内容１》医療事務点検業務・受付
石堂みゆき

《経験年数１》12年

《内容４》 《経験年数４》

《内容２》医療事務点検業務・受付
松浦美春

《経験年数２》11年

《内容３》 《経験年数３》

ビジネスDP(2)

70 20 10

〇

評価方法／ディプロマポリシー 定期試験
クイズ
小テスト

提出課題
(レポート含む)

その他

DP(1)

DP(2)

DP(3)

ビジネス実務の分野において、基礎知識を身につけるとともに、専門的な知識や技能を修
得し、各種資格取得を目指して専門性を磨き、これらを柔軟に活用していくことができ
る。

地域社会を理解し、様々な課題に取り組み幅広い教養を身につけるとともに、変化するビ
ジネス社会に対応するための協働的な実践力を身につけている。

自己理解を深め目標に向かって主体的に行動するとともに、多様性を尊重し、様々な価値
観を持つ他者との良好な信頼関係を築いていくことができる。

科目名称：
担当者名：

区分
専門教育科目

授業の達成目標・到達目標

演習 1

医療事務演習Ⅰ
石堂みゆき・松浦美春

医療事務技能審査試験合格率100％になる様に創意工夫しながら、学生が興味を持って自ら学修する意欲を引き出せるよ
うな内容にします。目標は医療事務技能審査試験の基礎知識分野の修得です。

実務経験のある教員の担当

医療機関にとって医療事務は欠かせないものです。国民皆保険制度により、保険診療業務がほとんどである今日、年々複雑化する事務
処理は専門技能者による円滑な処理が望まれます。ここでは、保険診療の根幹である医療保険制度、その他の医療保険（後期高齢者医
療制度・公費負担医療制度）また介護保険制度にいたるまでを理解し、治療費の計算方法・窓口徴収・患者応対を実践して受付事務の
基礎知識を修得し、スム－ズに受付処理ができるようになることを目指します。

ビジネス実務学科

ビジネスDP(1)

授業の目的・テーマ

ビジネスDP(3)



算定条件を十分に理解し、自分
自身で正しく点数算定ができ
る。

算定条件を理解し、指示通りに
点数算定ができる。

事前事後学修時間（分）

第１回 30分

第２回 30分

第３回 30分

第４回 30分

第５回 30分

第６回 30分

第７回 30分

第８回 30分

第９回 30分

第10回 30分

第11回 30分

第12回 30分

第13回 30分

第14回 30分

第15回 30分

実施しない。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

成績評価の方法・基準

患者接遇の基本対応を指示通り
応対できない。

患者接遇の基本対応を指示通り
に応対できる。

算定条件を十分に理解し、指示に
従って適切に点数算定ができる。

すばらしい とてもよい よい 要努力評価ルーブリック

算定条件を理解できない。

社会保険と国民健康保険の種
類、被保険者証の見方を理解で
きない。

社会保険と国民健康保険の種
類、被保険者証の見方を指示通
り見分けられる。

教科書：テキスト：医療保険制度のしくみ、診療報酬の算定ルール、レセプト点検、医療現場での接遇マナー/スタディブック、ハンドブック、医科診療
報酬点数表、点数早見表　　著者:㈱ニチイ学館　発行:㈱ニチイ学館（医科診療報酬点数表は発行：㈱社会保険研究所）
テキストより、医療保険制度の理解、窓口徴収について、患者対応方法を学ぶ。課題プリントにより、理解度の確認を行う。
参考書：問題集（しっかりわかる基礎ドリル、受験対策問題集）

小テスト70％、提出課題20％、授業への貢献、授業への積極的関与10%、

　定期試験は、

患者接遇マナー

初診料・再診料、入院料の理
解

患者接遇の基本対応を指示に従っ
て適切な応対ができる。

公費負担医療制度の仕組み、種
類の見方を指示通り見分けられ
る。

課題に対してのフィードバック

【処置】処置の明細書記載要領、点検方法を理解す
る。

【リハビリテーション】リハビリテーションの点数算定方法、明
細書の記載要領を理解し、明細書の点検理解する。

【医療保険制度Ⅰ】窓口業務で必要な医療保険診療の
しくみについて理解する。

基礎ドリルの〈医療保険制度の問題〉で
復習すること

【医療保険制度Ⅱ】後期高齢者医療制度等,介護保険
を理解する。

公費負担医療制度の仕組み、種
類の見方を理解できない。

受験対策問題集のAの学科で復習するこ
と

授業の内容・計画

公費負担医療制度の仕組み、種
類の見方を自分自身で判断し適
切に見分けられる。

患者接遇の基本対応を理解し自
分自身で判断し適切な応対がで
きる。

【入院料】入院料の点数算定方法を理解する。

基礎ドリルの〈処置の問題〉で復習する
こと

事前事後学修の内容

【医療保険制度Ⅰ】窓口業務で必要な医療保険診療の
しくみについて理解する。

教科書・参考書

医療保険制度の種類の理解

公費負担医療制度の理解

社会保険と国民健康保険の種
類、被保険者証の見方を自分自
身で判断し適切に見分けられ
る。

【医療保険制度Ⅱ】医療保険制度の種類、被保険者証
の見方等を理解する。

【患者接遇（基本マナー）】望まれる医事担当者の対
応についてグループワークを行う。

授業中使用プリント、課題は評価し返却する。しっかりわかる基礎ドリル・受験対策問題集は、復習状況確認後返却する。

課題プリントで復習すること

【オリエンテ－ション、医療保険制度Ⅰ】窓口業務（医療事務）
についてグループワークを行い、ディスカッションする。

【処置】処置の点数算定方法を理解する。

このシラバスを精読しておくこと

受験対策問題集のAの学科で復習するこ
と

【患者接遇（基本マナー）】受付担当者の対応につい
てロールプレイングを行い、ディスカッションする。

技能審査問題集（実技Ⅰ対応）で復習す
ること

社会保険と国民健康保険の種類、
被保険者証の見方を指示に従って
適切に見分けられる。

公費負担医療制度の仕組み、種類
の見方を指示に従って適切に見分
けられる。

受験対策問題集のAの学科で復習するこ
と

基礎ドリルの〈リハビリの問題〉で復習
すること

【初診料、再診料】初診料・再診料の明細書の記載要領を理
解し、明細書の点検を行なう。

受験対策問題集のAの学科で復習するこ
と

課題プリントで復習すること

技能審査問題集（実技Ⅰ対応）で復習す
ること

【初診料】初診料の点数算定方法を理解する。
基礎ドリルの〈初診料・再診料の問題〉
で復習すること

【入院料】入院料の明細書の記載要領・点検を理解す
る。

基礎ドリルの〈入院料の問題〉で復習す
ること

事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時間と事
前事後学修を含め学則第17条の2で規定された学修時間が必要である。
また、事前事後学修としては、課題プリント・基礎ドリル・受験対策問題集を行い授業の内容理解をしていくことになる

【患者接遇（基本マナー）】望まれる医事担当者、応
対・言葉遣いの基本等を学習する。

基礎ドリルの〈窓口対応の問題〉で復習
すること


